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【
本
部
・
中
村
徹
記
】
10
月
12

日
、
69
人
の
仲
間
で
都
福
祉
保
健

局
交
渉
へ
臨
み
、
要
請
書
と
都
議

66
人
分
（
累
計
1
1
0
人
分
提
出

済
）
の
賛
同
署
名
を
東
京
都
へ
届

け
ま
し
た
。

①
都
費
補
助
金
の
現
行
水
準
確

保
、
②
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事

業
や
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
を
含
む
が

ん
対
策
事
業
へ
の
財
政
支
援
の
拡

充
、
③
建
設
国
保
組
合
の
育
成
・

強
化
に
関
す
る
要
請
を
行
な
い
、

平
成
30
年
度
予
算
要
求
に
つ
い

て
、
都
費
補
助
は
現
行
の
補
助
水

準
を
維
持
確
保
す
る
、
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
支
援
も
公
営
国
保
と

同
等
の
補
助
を
要
求
し
て
い
く
、

が
ん
対
策
事
業
は
、
関
係
部
局
も

含
め
引
き
続
き
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
の
回
答
で
し
た
。

3
つ
の
国
保
組
合
か
ら
は
、
高

額
医
療
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
公
費
負
担
が
増
し
て
い
る
、

特
定
健
診
・
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト

の
受
診
率
向
上
に
日
々
努
力
し
て

い
る
と
の
発
言
が
あ
り
、
5
人
の

参
加
者
か
ら
個
々
の
仕
事
状
況
や

建
設
国
保
に
加
入
し
て
い
て
本
当

に
助
か
っ
た
な
ど
切
実
な
状
況
の

訴
え
が
あ
り
、
仲
間
の
要
求
に
答

え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
福
祉
保
健
局
に
求
め
閉

会
し
ま
し
た
。

梶
野
国
保
課
長
（
右
）
に
要
請
書
を
渡
す

福
田
都
連
副
委
員
長
（
左
）

近藤足立区長（右）に鉋のかけ方を教える
高実子高友会（シニア）会長（帽子）

【
足
立
・

書
記
・
早
川

勝
久
記
】
10

月
7
・
8
日
、

足
立
区
主
催

に
よ
る
、
あ

だ
ち
区
民
ま

つ
り
「
Ａ
―

フ
ェ
ス
タ
」

に
東
京
土
建

足
立
支
部
と

し
て
3
年
連

続
で
参
加
し

て
き
ま
し

た
。Ａ

―
フ
ェ

ス
タ
と
は
、足
立
区
の
地
元
企
業
、

業
界
団
体
、
協
賛
自
治
体
の
協
力

の
も
と
、
足
立
区
の
観
光
情
報
や

地
場
産
業
製
品
の
紹
介
や
工
作
広

場
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
毎
年
30
万
人
以
上
の
来
場

者
が
訪
れ
る
足
立
区
最
大
の
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

足
立
支
部
で
は
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
に
建
設
業
界
に
少
し
で

も
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
目
的
で

建
設
技
能
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
木
工

お
も
ち
ゃ
で
建
設
業
界
を
ピ
ー
ア

ー
ル
し
ま
し
た
。
建
設
技
能
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
か
ん
な
削
り
体

験
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
使
っ
た
ボ
ル

ト
締
め
体
験
を
実
施
し
て
、
木
造

家
屋
の
耐
震
強
度
の
工
程
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
を
激
励
訪
問
し
て
回

っ
た
近
藤
足
立
区
長
に
も
か
ん
な

削
り
を
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
技
能

技
術
の
一
端
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

終
日
、
足
立
支
部
の
ブ
ー
ス
で

は
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
、
参
加
し

た
組
合
員
か
ら
は
、
「
来
年
は
も

っ
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ
せ

て
、
俺
た
ち
の
技
術
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
」
と
業
界
を
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
く
感
想
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

【
町
田
・

配
管
・
清
水

健
通
信
員
】

町
田
支
部
で

は
毎
年
、
秋

に
支
部
会
館

で
じ
ん
肺
検

診
を
し
て
い

る
。
今
年
も

10
月
8
日
、

芝
健
診
セ
ン

タ
ー
か
ら
医

師
、
職
員
、

検
診
車
が
派

遣
さ
れ
て
実

施
し
た
。

そ
れ
に
先
駆
け
、
全
8
分
会
で

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
健
康
教
室
を
開
催
し
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識
や

身
体
へ
の
影
響
、
解
体
現
場
等
で

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
疑
わ
れ
る

時
の
対
応
な
ど
を
学
習
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ

い
て
の
知
識
が
乏
し
く
、
自
分
に

は
関
係
な
い
と
考
え
る
仲
間
の
組

合
員
も
多
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

学
習
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
周

知
、
徹
底
を
図
る
の
が
重
要
で
あ

る
と
位
置
づ
け
、
支
部
で
は
各
分

会
に
同
教
室
の
定
期
的
な
開
催
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

町
田
支
部
で
は
多
く
の
組
合
員

が
受
診
で
き
る
よ
う
に
と
、
検
診

費
用
を
支
部
が
負
担
し
て
い
る
。

健
康
教
室
で
の
学
習
と
も
相
ま
っ

て
、
毎
年
受
診
者
が
増
え
て
い
た

の
だ
が
、
今
年
は
多
摩
南
ブ
ロ
ッ

ク
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
交
流
会
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
等
が
重
な
り
、
昨
年
よ
り

も
受
診
者
数
が
減
少
し
、
1
1
4

人
の
受
診
で
あ
っ
た
。

【
台
東
・

主
婦
・
新
藤

間
洋
子
記
】

10
月
14
日
、

銀
座
ブ
ロ
ッ

サ
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
は

た
ら
く
女
性

の
中
央
集

会
」
の
全
体

会
に
初
め
て

参
加
し
ま
し

た
。
築
地
問

題
や
働
き
方

を
歌
や
ダ
ン

ス
で
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
と
東

京
医
労
連
「
美
魔
女
」
の
方
々
の

元
気
で
明
る
く
素
敵
な
笑
顔
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
精
神
科
医
で
も
あ

る
香
山
リ
カ
さ
ん
の
「
生
き
づ
ら

い
社
会
を
変
え
る
処
方
箋
」
。
古

典
的
な
道
徳
観
に
と
ら
わ
れ
、
目

に
見
え
な
い
圧
力
に
悩
み
診
察
に

来
る
女
性
が
多
い
そ
う
で
す
。
安

倍
政
権
の
黒
幕
で
あ
る
「
日
本
会

議
」
は
保
守
的
な
考
え
が
強
く
、

女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
と
い
い

な
が
ら
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
生
き
づ
ら
く
な
る
中
で
の

処
方
箋
と
し
て
、
女
性
特
有
の
優

し
さ
、
た
お
や
か
さ
、
そ
し
て
図

太
く
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
「
心

の
ゆ
と
り
」
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

と
香
山
さ
ん
か
ら
エ
ー
ル
を
も
ら

い
ま
し
た
。

連
帯
し
頑
張
る
こ
と
を
多
く
の

主
婦
の
会
の
会
員
に
周
知
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
参
考
に
な
っ
た
集

会
で
し
た
。

「
今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ
う
、
今

こ
そ
奮
い
立
と
う
」
。
山
城
博
治

さ
ん
の
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
10
月
13
日
に
オ
リ
ン

パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
で
開
催
さ
れ

た
「
い
ま
、
沖
縄
で
起
き
て
い
る

こ
と
・
海
と
平
和
の
守
り
か
た
を

山
城
博
治
さ
ん
に
聞
く
」
の
ひ
と

コ
マ
で
す
。
主
催
は
八
王
子
支
部

も
参
加
し
て
い
る
八
王
子
平
和
市

民
連
絡
会
で
、
全
体
の
参
加
者
は

約
8
0
0
人
で
し
た
。

講
演
で
山
城
博
治
さ
ん
は
、
沖

縄
の
た
た
か
い
へ
の
全
国
の
支
援

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
「
県
民

が
翁
長
知
事
を
支
え
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
限
り
、
負
け
は
し
な
い
」

「
総
選
挙
と
来
年
の
名
護
市
長
選

挙
が
最
後
の
勝
負
。
必
ず
勝
利
す

る
」
と
力
強
く
語
り
、
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
で
自
衛
隊
が
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
落
と
せ
ば
、

必
ず
戦
争
に
な
り
、
沖
縄
は
攻
撃

さ
れ
る
」
と
し
て
、
安
保
法
制
廃

止
を
強
調
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
白
神
優
理
子
弁
護
士

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
山
城

さ
ん
は
自
分
の
た
た
か
い
の
原
点

を
、
「
幼
少
か
ら
米
軍
基
地
に
囲

ま
れ
、
悲
劇
を
見
て
き
た
。
高
校

生
の
と
き
に
沖
縄
は
日
本
に
復
帰

し
た
が
、
米
軍
に
や
り
た
い
放
題

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
を
つ
か

み
た
い
か
ら
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
た
森

住
卓
さ
ん
は
、
自
然
と
普
通
の
暮

ら
し
を
守
り
た
い
と
た
た
か
っ
て

い
る
高
江
と
辺
野
古
の
人
た
ち
の

抵
抗
の
根
底
に
沖
縄
戦
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

受診する町田の仲間

【
文
京
支
部
発
】10
月
7
日
、

文
京
支
部
の
元
執
行
委
員
長
の

高
田
悦
男
さ
ん
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
享
年
77
才
で

し
た
。

高
田
さ
ん
は
分
会
長
、
常
任

執
行
委
員
、
副
委
員
長
、
本
部

中
央
執
行
委
員
な
ど
を
経
て
03

年
に
支
部
委
員
長
に
就
任
、
そ

の
後
7
年
間
に
渡
り
そ
の
任
を

務
め
ま
し
た
。

委
員
長
時
代
は
2
0
0
7
年

に
念
願
の
1
2
0
0
人
支
部
を

達
成
し
、
翌
年
に
は
1
2
5
4

人
に
到
達
し
た
こ
と
は
支
部
の

歴
史
に
残
る
取
り
組
み
で
し

た
。
ま
た
、
地
域
で
は
あ
ら
ゆ

る
運
動
に
携
わ
り
、
牽
引
車
的

な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し

た
。委
員
長
を
退
い
て
か
ら
は
、

支
部
会
計
監
査
員
と
し
て
後
進

の
指
導
・
助
言
な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

高田さん

「
海
老
原
勇
先
生
を

偲
ぶ
会
」の
ご
案
内

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
職
業

性
疾
患
を
深
く
研
究
さ
れ
被
害

者
救
済
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

「
し
ば
ぞ
の
診
療
所
」
の
海
老

原
医
師
が
5
月
3
日
、
突
然
の

事
故
に
よ
り
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
土
建
の
職
業
病
対
策

に
貢
献
さ
れ
8
0
0
人
を
超
え

る
組
合
員
の
労
災
認
定
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
記

の
日
程
で
「
偲
ぶ
会
」
を
実
行

委
員
会
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
22
日
（
水
）
17
時

〜
18
時
半

会
場

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

港
区
芝
2
―
5
―
2

電
話

3
4
5
6
―
2
2
2
2

都
営
地
下
鉄
・
三
田
線
「
芝
公

園
」
Ａ
1
出
口
徒
歩
2
分

＊
旧
し
ば
ぞ
の
診
療
所
向
い
の

ホ
テ
ル
で
す
。

＊
平
服
で
ど
な
た
で
も
参
加
出

来
ま
す
。
開
催
費
用
は
、
全
建

総
連
・
首
都
圏
の
組
合
・
関
係

団
体
で
拠
出
し
ま
す
の
で
、
会

費
・
香
典
な
ど
は
ご
辞
退
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

求

人

建設国保建設国保

補
助
水
準
の
確
保
を

じん肺検診を実施
アスベスト周知さらに

拡
大
、地
域
活
動
を
牽
引

都
議
の
賛
同
署
名
を
携
え

文
京
の
高
田
悦
男
さ
ん
逝
去

町
田

優しさと図太さで
働く女性集会に参加して

Ａフェスで技術技能を披露
子どもにアピール

海
と
平
和
を
守
ろ
う

八
王
子
で
沖
縄
連
帯
の
集
会

足
立


